


Novel Heart Protection
血管年齢低下

高血圧の低下

運動能力の向上

免疫力の向上

成長ホルモンの増加
Curr Opin Clin Nutr Metab Care. 2008 Jan;11(1):50-4. 　Int J Sports Med. 2002 Aug;23(6):403-7.　

http://umich.edu/~medfit/supplementation/NO.html



総コレステロールと循環器疾患
動脈硬化学会

有意差なし

N=9216    17.3年追跡　 冠動脈死亡＝128　その内260以上＝12

12名/128





低コレステロール死亡率　Ｘ２
高い方が脳疾患、肺疾患、ガンにならない

ガン

家族性
心臓病





万円



ＬＤＬ　男性１００～160
女性 120 以上が最適



スウェーデン　バターの消費と死亡率

バターの消費







スタチンとCoQ10の減少率





2019　降圧目標　　　　　130／80





血圧が高いと死亡率が上がるのか？





心疾患

脳疾患





診療指針に関わった
医師がメーカーから
もらった寄付金





血圧を下げると脳梗塞



血圧　下げすぎは危険

• 日本人を対象とした降圧治療研究(JATOS)でも 20mmHg 以上の
降圧群は総死亡率、

• 脳梗塞発症率、脳梗塞死亡率とも高かった



収縮期血圧１８０以上の方は血圧を下げる
と総死亡率の危険度が約５倍



降圧剤と自立率



アルフレッド・ノーベル 1833- 1896 



トリニトロトルエン　ダイナマイト



ベルタ・フォン・ズットナー
女性初のノーベル平和賞

•「武器をすてよ」

•アートゥル・フォン・ズットナー

•夫　数学者



ニトログリセリン

•体内で硝酸に変化、さらに還元されて
一酸化窒素 (NO) になり、血管平滑筋が
弛緩し、血管拡張を起こさせる



救世主！　一酸化窒素（NO)とL-アルギニン

１９９８年ノーベル医学・生理学賞受賞

老化や病気は、NOの減少が原因

一酸化窒素（NO)は老廃物と活性酸素除去、
　　脳神経細胞活性化、神経伝達活性化を
　　体内で一挙に推進できる唯一の物質

NOはL-アルギニンによって
    最も効率よく体内で産生

• これで　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

*受賞式でのルイス・イグナロ博士

ノーベル賞を受賞したNOの発見

　　





Ｄｒ．サルバドル　モンカダ

Ｌ－アルギニンが血管内
皮から一酸化窒素を分泌
させ血管の平滑筋がリ
ラックスさせることを発見



ニトログリセリン　L-アルギニン
ともに血管でNO　一酸化窒素を出す。



開発者　ジョー・ジョセフ・プレンダーガスト医師
糖尿病・循環器系の専門医。

アメリカで糖尿病新薬の臨床試験なども依頼されるトップ５の臨床医

 糖尿病患者にＬ-アルギニンを飲用させた結果、３０％いた心臓病・脳梗塞患    
  者が１％以下に減少。飲用の間、病気の進行や合併症で死亡した患者が一人       
  もでなかった。



Dr.ジョーの糖尿病患者

•当初３０％以上いた循環器の合併症は

•現在1％以下

• 1991年以来心臓病、脳疾患で死亡した患者数は

•一人もいない



ハイデザート・ハート・インスティツート



ハイデザート・ハート・インスティツート



ハイデザートハートインスティチュートでは4臓器
移植が常時可能



The Heart scan blog
なぜステントは心臓発作の
リスクを下げないか

Dr. William Davis 



L-アルギニンと血管拡張作用



血管をきれいにする



N
O

　





肝臓の血管



網膜症





【左：アテローム血栓性脳梗塞】
【右：ラクナ梗塞】







ハイデザートハートインスティチュート

• 33名　重篤心不全患者のアルギニンテスト

• 被験者：アンジェロ　シン



ハイデザートハートインスティチュート

• HDL善玉 コレステロール18%増加

• トリグリセリド（中性脂肪）40%減少

• 血糖8%減少

• ＣＲＰ（炎症性蛋白質）25%減少

• クレアチニン11%減少（腎機能改善）

• マグネシウム濃度（マグネシウムは製品の中にない）マグネシウム35%増加

• （心筋の正常化のために重要）

• 血小板の正常化

• 尿アルブミン(蛋白質)70%減少（腎臓機能改善）

• ビリルビンの大幅減少（肝機能改善）

• ビタミンＤ濃度183%増加（免疫力・カルシウム代謝改善）

• 収縮期のBP、13%減少

• 拡張期BP、17%減少

• 足の末梢血流16%増加

• CASP（中心大動脈圧）、6%減少

• 肺高血圧の大幅な改善

• すべて対象者においてＱＯＬ(生活の質)の大幅改善（心機能改善）





実はアンジェロは4臓器移植が必要だった



肺高血圧改善



クレアニチン適正値　０．６～１．１５



腎臓高血圧改善



心機能改善







脳下垂体から分泌されるホルモン

ソマトスタチン





ケリー　ネルソン　
７７歳

1997年
35歳以上の部のチャンピョン
チャンピョンシップの5ヶ月前から
L-アルギニン使用

スポーツマンの老化
筋肉量の減少 
基礎代謝量の減少による体脂肪率上昇 
若い頃よりも筋肉痛が治りにくい 
怪我が治りにくい
体力の低下 
疲れやすくなる 



L-アルギニン



１００年の謎
ニトログリセリンはなぜ血管拡張するのか？

血管の老化はNO一酸化窒素の減少です。
アルギニンは年とともに減るNOを増やします。
増やせば血管年齢が若返ります。

１９９８年にノーベル賞で明かされた謎とは？
血管内皮からＮＯ一酸化窒素が出ることでした。

ニトログリセリン短時間　血管拡張
Ｌ－アルギニン長時間血管拡張　

糖尿病から血管を守れ！
米国の糖尿病専門医Dr.Joe の循環器に
問題がある患者は１％未満(通常30％）

https://medicommi.jp/78246


